
共にしあわせ産みだす党 日本共産党

市議団ニュース
第2014号 2022年04月10日

日本共産党 根室市議団
根室市宝林町4-203 ℡0153-23-6023

2022年3月14日、根室市議会文教厚生常任委員会は委員協議会を開催し、
「新廃棄物処理施設」について市担当課より説明をうけました。ごみ処理方式
はストーカ式（全連続式）にすること、また建設予定地は現在の塵芥焼却場の
隣接地を第1候補として作業を進めること等が報告されました。

新廃棄物処理施設のごみ処理方式と候補地

2
月
24
日
、
根
室
市
は
現
在
建
設

計
画
を
進
め
て
い
る
新
し
い
ご
み
焼

却
施
設
に
お
け
る
ご
み
処
理
方
式
と

建
設
候
補
予
定
地
を
「
根
室
市
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
」に
諮
問
。

3
月
1
日
に
同
審
議
会
は
検
討
の

結
果
、
「市
の
原
案
通
り
と
す
る
」旨
の

答
申
を
行
い
ま
し
た
。

ご
み
処
理
方
式
は
、
ス
ト
ー
カ
式

（
24
時
間
運
転
）
を
採
用

市
の
案
で
は
様
々
な
ご
み
処
理
方

式
を
比
較
検
討
の
上
、
現
在
の
塵
芥

焼
却
場
と
同
じ
処
理
方
式
で
あ
る
ス

ト
ー
カ
式
・
准
連
続
式
（
1
日
16
時
間

運
転
）
、
同
じ
く
ス
ト
ー
カ
式
・
全
連

続
式
（
1
日
24
時
間
運
転
）
、
そ
し
て

選
別
し
た
生
ご
み
を
メ
タ
ン
発
酵
さ

せ
る
仕
組
み
と
焼
却
処
理
を
組
み
合

わ
せ
た
コ
ン
バ
イ
ン
ド
方
式
の
３
種
類

に
つ
い
て
、
「
安
全
性
・
安
定
性
」
「
経
済

性
」
「
環
境
性
」
の
視
点
か
ら
総
合
的

な
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
施
設
規

模
は
1
日
47
ｔ
処
理
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
建
設
実
績
や
費
用
対

効
果
な
ど
、
最
も
評
価
点
数
の
高
か
っ

た
ス
ト
ー
カ
式
（
全
連
続
式
）
が
市
の

原
案
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
コ
ン
バ
イ
ン
ド
方
式
で
す
が
、

最
終
処
分
場
へ
の
負
荷
が
最
も
少
な

い
一
方
で
、
建
設
実
績
の
少
な
さ
や
、

メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
に
よ
る
売
電
収
益
を

含
め
て
も
費
用
対
効
果
が
悪
い
こ
と
、

ま
た
焼
却
炉
が
1
炉
し
か
な
い
た
め
、

修
理
等
で
長
期
間
ス
ト
ッ
プ
し
た
場

合
、
ご
み
処
理
が
滞
っ
て
し
ま
う
と
い

う
課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
コ

ン
バ
イ
ン
ド
方
式
は
世
界
的
に
大
問

題
と
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
、

ス
ト
ー
カ
式
（
准
連
続
式
）
よ
り
も
多

く
な
る
、
と
い
う
結
果
で
し
た
。

建
設
候
補
地
は
、
現
在
の
塵
芥
焼

却
場
の
隣
接
地
を
第
一
位
優
先
に

建
設
候
補
予
定
地
は
市
内
6
か
所

を
選
定
し
、
法
的
規
制
や
自
然
環
境

保
全
な
ど
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
評

価
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
候
補
地
は

現
在
の
塵
芥
焼
却
場
の
隣
接
地
と
、

埋
立
処
分
場
の
近
隣
（
2
か
所
）
を

第
1
候
補
～
第
3
候
補
ま
で
優
先

順
位
を
つ
け
て
原
案
と
し
ま
し
た
。

審
議
会
の
答
申
で
は
市
の
原
案
を

妥
当
と
し
つ
つ
も
、
海
洋
へ
の
土
砂
の

流
出
防
止
や
排
水
を
場
外
へ
放
流
し

な
い
こ
と
な
ど
、
環
境
へ
の
配
慮
を

求
め
て
い
ま
す
。
市
は
今
後
、
地
権

者
や
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
説
明
・

合
意
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
予
定
は
様
々
な
調
査
や
測

量
、
基
本
設
計
な
ど
を
経
た
後
、
実

施
設
計
と
施
工
を
一
括
で
発
注
す
る

方
法
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
２
０
２
５
年
度
～
２
７
年

度
に
か
け
て
建
設
工
事
が
行
わ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

根
室
市
は
老
朽
化
が
進
む
花
咲
港

会
館
と
厚
床
会
館
に
つ
い
て
、
「
（
仮

称
）
花
咲
港
・
厚
床
ふ
る
さ
と
館
整
備

事
業
」
と
し
て
２
０
２
０
年
度
に
基
本

構
想
を
策
定
。
今
年
度
、
（
仮
称
）
花

咲
港
ふ
る
さ
と
館
が
花
咲
港
小
や
歴

史
と
自
然
の
資
料
館
の
隣
接
地
に
、
移

設
・
新
築
さ
れ
ま
す
。
な
お
「
（
仮
称
）

厚
床
ふ
る
さ
と
館
」は
設
計
等
を
経
て
、

２
０
２
５
年
度
に
着
工
予
定
で
す
。

（
仮
称
）
花
咲
港
ふ
る
さ
と
館
は
地

域
住
民
と
の
話
し
合
い
の
も
と
、
地
域

の
防
災
拠
点
と
し
て
も
整
備
さ
れ
、
花

咲
港
小
学
校
と
共
に
指
定
避
難
所
と

な
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

災
害
時
の
設
備
と
し
て
従
来
か
ら
あ

る
可
搬
型
発
電
機
の
他
、
災
害
時
に

協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
が
大
型
発
電

機
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
太
陽
光
パ
ネ

ル
や
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
も
整

備
し
ま
す
。
こ
れ
ら
発
電
機
で
災
害
時
、

主
要
部
屋
の
暖
房
・
照
明
・
浄
化
槽
に

電
力
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
し

た
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
災
害
時
で

も
会
館
の
ト
イ
レ
（
合
併
浄
化
槽
）
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
（
仮
称
）
花
咲
港
ふ
る

さ
と
館
」
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の

最
大
収
容
人
数
は
１
４
６
名
と
推

計
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
感
染
防
止
対
策
を
進
め
る
と
、

実
際
の
収
容
人
数
は
１
／
８
程
度

に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
基

準
で
単
純
計
算
す
る
と
、
新
た
な

会
館
の
収
容
人
数
は
約
18
名
程
度

に
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
行
政
側
は
現

在
、
住
民
に
対
し
避
難
所
へ
の
避
難

だ
け
で
な
く
、
分
散
避
難
の
重
要
性

を
呼
び
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
市
内
の
各
指
定
避
難
所
で

も
、
従
前
の
最
大
収
容
人
数
と
は

別
に
、
感
染
対
策
へ
対
応
し
た
場
合

の
収
容
人
数
の
見
込
み
を
具
体
的

に
各
施
設
ご
と
に
算
出
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
。
根
室
市
は
現
在

作
業
を
進
め
て
い
る
「
津
波
防
災
地

域
づ
く
り
推
進
計
画
」
の
策
定
と
あ

わ
せ
て
作
業
し
て
い
き
た
い
、
と
し

て
い
ま
す
。

感
染
対
策
し
た
上
で
避
難
所
の

収
容
人
数
が
ど
う
な
る
の
か
。
実
際

に
は
、
各
避
難
所
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
な
ど
を
設
置
し
な

が
ら
、
住
民
側
が
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
出
来
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
分
散

避
難
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
よ
り
具
体
的
に
考

え
て
も
ら
う
。

ま
た
分
散
避
難
の
場
合
で
は
、
行

政
や
地
域
に
お
け
る
支
援
の
あ
り

方
も
従
前
の
想
定
と
は
違
っ
た
形

に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
様
々

な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
（
仮
称
）
花
咲
港
ふ
る
さ
と
館
が
移
転
・
新
築

解体される予定の花咲港会館


